
目指す学校像

重点目標

学校運営協議会での評価

実施日　令和８年１月２３日

学校運営協議会の委員からの
意見・要望・評価等
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〇項目達成率94%（昨年度比１％増）

・教職員の目が行き届いており、点検体制が
整備されている状態であると考える。この状態
を確実に維持していく。
・今年度も、不審者対応訓練を実施し、児童・
教職員に自分事として考えさせることができ
た。首から上のけがについては、確実に保健
室対応をするとともに保護者連絡を徹底する
ことができた。
・大規模改修（R8は高架水槽関係のみ）が５
年計画で始まる。事故等が無いよう、教育総
務課との情報交換を密にする。

・児童が安全な学校生活が送れるよう、
点検等の体制ができていることは、評価
できる。
・登下校中の大きな事故0件は、評価で
きる。
・登下校中の諸問題は、保護者への声
掛け啓発が欠かせない。引き続き情報
発信等に取り組む必要がある。
・夏の暑さ対策も確実な取り組みを期待
します。

・来年度よりはじまる大規模改修（簡
易水道関係）が、滞りなく進むよう、
報連相を密にしていく。
・登校班の問題については、地域と
連携して周知・啓発を進める。安全・
見守り体制に穴があかないよう、情
報収集・対応していく。10

学校は、児童に登下校時の交通安全など、安全安心な学校
づくりに努めている。

安心安全
な教育環境

・施設設備の月点検、
日常点検の実施
・定期的な自転車点検
や学期末ごとの交通安
全指導、年度当初の交
通安全教室の実施

9

学校は、校舎内外の施設設備などが安全に使用できるよう
にしている。

・評価項目９について、昨年度と同
水準の高い評価となった。毎月の
定期点検と常時点検の実施、迅速
な小破修理で安全な学校が実現さ
れた。施設・設備由来の学校事故０
を達成した。
・評価項目１０について、保護者評
価が５％アップとなった。教職員の
定期的な見守りや保護者の登校指
導等が功を奏している。登下校中
の大きな事故０を達成した。

X

〇項目達成率94%（昨年度比２％減）

・引き続き「生徒指導・いじめ防止委員会」を
基盤として、いじめの早期発見・早期対応を組
織的に行う。いじめ解消率１００％を達成す
る。
・かえでの間（SSR）の設置・運用も本年度だ
いぶ軌道に乗ってきた。より一層の機能充実
と拡大を進め、不登校児童・保護者の困りや
悩みに寄り添い対応できる組織・体制を構築
する。
・本年度、全校遠足の内容を一部改善した。
たてわり班活動の一層の充実を図っていく。

・項目７と8については、昨年度から微減
となったが数値自体は悪くないので、年
度毎の誤差だと考えられる。
・社会性・人間性の育成は、日頃の声掛
け・温かい目が大切である。授業参観等
で先生方の温かい言葉掛けが聞かれ、
協議委員としても良い気持ちになる。
・かえでの間の設置・運用は、大変だと
思うが素晴らしい取組だと思う。
・今後も、いじめ・不登への早期発見・対
応を引き続きお願いしたい。

・来年度は、かえでの間の規模と機
能を拡大する。SSR（スペシャルサ
ポートルーム）の開設・運用に全力を
注ぐ。
・SSRを中心とした教育相談体制を
構築し、職員室内でも最大の規模と
なる特別支援部が有機的に機能す
るよう組織化していく。

8

学校は、学級活動や児童会活動、学校行事などを通して、
児童の心の育成をして
いる。

社会性・
人間性
の育成

・いじめアンケート、
生活アンケートの実施
による実態把握
・生徒が主体となり活
躍できる行事の実施

7

学校は、児童がだれとでも仲良く生活し、いじめや不登校
がないように努めている。

・評価項目７・８について、昨年度と
ほぼ同じ数値となり引き続き高い評
価を達成した。
・年３回（各学期）アンケートを実施
して、いじめの早期発見・早期対応
を心がけており、それが成果となっ
た。
・かえでの間（SSR）を設置が不登
校児童・保護者に対して安心安全
な学校となる一助になった。

X

〇項目達成率96%（昨年度比１％増）

・本年度も、HPの毎日更新を達成した。保護
者や地域の方々が本校の最新情報を収集で
きるよう、引き続き取組を継続していく。
・学校だより、保護者発出文書のUD化を進
め、見やすいわかりやすいものにブラッシュ
アップしていく。
・接遇・対応方法の不備で保護者・地域からの
信頼を失うことが無いよう、電話対応、来校者
対応等の仕方を改善する。

・昔には考えられなかった保護者発出文
書のUD化・電子化は、まだまだ難しい面
があると思う。しかし、少しずつでも確実
に進めてほしい。
・項目達成率も高く、日々の取組への努
力が実を結んでいる。
・保護者・地域との連携が確実に向上し
ていることが感じられる。

・市内各校でも取組が始まっている
保護者発出文書の電子化に取り組
んでいく。紙面配付の良さと電子配
付の利便性の両方が確保できるよう
工夫する。
・来年度は、接遇関係の研修にも取
り組む。6

学校は、家庭への連絡や相談など、意思疎通を図ろうとし
ている。

保護者や
地域との

連携

コミュニティ・
スクールの視点

・各種便り、メール等
による情報発信
・学校公開の実施
・共感と傾聴を大切に
した三者相談の実施

5

学校は、保護者・地域に学校の取組や教育活動を伝えてい
る。

・評価項目５・６についてすべての
項目で９０％超を達成した。コミュニ
ティースクールを基盤とした小中一
貫教育の浸透が感じられる。
・評価項目６は、昨年度に比べて
A+B評価（３％↑）・Aのみ（５％↑）
ともに改善している。学校だより・
HP更新等、日々の取組を確実に
行ったことが実を結んでいる。

X

〇項目達成率89%（昨年度比２％増）

・児童が日々の授業を「わかりやすい・楽し
い」と感じ、保護者に学校から帰宅後に保護
者に語ることができるよう引き続き授業改善・
学級経営の充実を進める。
・家庭学習については、デジタル（タブレット）
とアナログ（紙等）の効果的なバランスを探っ
ている段階である。保護者にもわかりやすくそ
の効果が実感できるよう研究を進める。

・学力向上のために一番大切な事は授
業である。先生方には研修に努め、より
よい授業を続けていってもらいたい。
・家庭学習については、タブレットだけで
なく読む・聞く・話すなどの学習をバラン
ス良く指導していただきたい。
・授業関係の項目が教職員よりも保護者
の評価が高いことは素晴らしい。
・保護者の評価も大切だが、児童本人が
「出来た！」と思えるような授業を展開し
てほしい。

・家庭学習の手引きを改正してデジ
タルとアナログのベストバランスを模
索していく。また、児童だけでなく家
庭にもしっかりと周知する事で、家庭
の教育力向上にも寄与していく。
・授業力向上のため、充実した学校
研修に取り組む。
・小中一貫教育の目的である学力向
上に関して、授業改善を継続してい
く。

4

学校は、児童が家庭学習に取り組めるよう指導している。
基礎学力
の定着

・主体的・対話的で深
い学びを目指した授業
研究会の実施
・自主学習への意欲付
けによる家庭学習の習
慣化

3

学校は、学習内容が身につくよう、学習規律を定着させ、
わかりやすい授業、楽しい授業をしている。

・評価項目３について保護者A+B評
価９割を達成した。学力向上のため
の第一優先事項である授業での高
評価は、価値がある。
・評価項目４は、教職員の自己評
価は昨年度と比べ１０％向上した。
しかし、保護者評価は微減してお
り、教職員と保護者の間にギャップ
がある。

X

X

〇項目達成率94.7%（昨年度比３％増）

・保護者にも年々学校教育目標が浸透してい
ると考える。
・本校は、義務教育学校ではないため、保護
者にとって小中一貫教育が実感しにくいと考
える。そのため、学校公開・たより等でより一
層の周知を進めたい。
・学校運営協議会、地域学校協働本部との連
携を一層進めていく。
・かえでの間（SSR）の見守りへの協力をいた
だいた。（２名）

・教職員・保護者ともに学校教育目標が浸透してい
ること、小中一貫教育に努めている事に対して、評
価できる。
・小中連携のためには、小中の教職員が互いによく
知ると言うことが大切である。育成会・ＰＴＡ・教職員
による親善行事（バレーボール）などは、とても良い
取組みである。
・中学校との縦割り活動が実現できると良い。
・保護者の評価をもう少し高められるよう、一層の努
力が期待される。（特に「小中一貫」項目・保護者A
のみの割合）
・かえでの間（別室登校者の為の教室）設置は、評
価できる。

・コミュニティ・スクールを基盤とした
小中一貫教育をより一層推進するた
めに、地域・公民館との連携も強化
していく。
・中学校との縦割り活動について
は、義務教育学校の取組を参考にし
て、取り組んでいく。
・小中合同研修会の回数を増やして
いく。

2

学校は、中学校との連携を推進し、小中一貫教育に努めて
いる。

保護者
の割合

目標の達成状況
達
成
度

  次年度への課題と改善策

   ・次年度へ継続する課題
   ・改善していくための方向性

「次年度の課題と改善策」に
係る変更点や追加事項等

（※変更点や追加事項等が
ない場合は空欄）

組織運営
の充実

小中一貫教育の視
点

・積極的な情報提供に
よる、学校教育目標の
周知と共有
・小中合同研修会の実
施による小中一貫教育
の推進

1

学校は、学校教育目標「考える子」「思いやりのある子」
「ねばり強い子」の実現を目指し、児童の育成に努めてい
る。

・教職員保護者ともに高い評価をい
ただいた。
・評価項目２について、保護者から
は成果がわかりづらく評価が難しい
というご意見をいただいた。A評価
の割合が低い一因であると考える。
・評価項目２の教職員割合が、
17.2％改善した。昨年度の研究発
表等での取組が成果として表れ
た。

評価項目 具体的方策 評　価　指　標
評価
基準

教職員
の割合

　　　　　　令和７年度　学校自己評価システムシ－ト　　　　日高市立高麗川小学校

夢いっぱい　笑顔いっぱい　希望あふれる高麗川っ子の育成　～子供たちが通いたい学校　保護者が通わせたい学校　地域の方が誇りに思う学校　教職員が勤めたい学校　～

・学力の向上　・指導力の向上　・学年学級経営の充実　・不登校や登校しぶり、教室になかなか入れない児童への組織的対応　・小中一貫教育への具体的な取組の充実

学　　　校　　　自　　　己　　　評　　　価

年　　　　度　　　　目　　　　標 年度評価　(令和８年１月２０日現在) 「学校運営協議会での評価」
を受けて

【別添】


